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ラマダホテル大阪 

オランダ国立南大学からインターンシップ生を受け入れ 
 
ラマダホテル大阪（大阪市北区・総支配人 ダレン・モリッシュ）では、2 月 18 日（水）より海外から

の学生をインターンシップ生として受け入れる「インターンシップ・プログラム」を実施中しております。 
   
 「インターンシップ・プログラム」は、国際社会で活躍できる優秀な人材の育成を目的に、海外の大学
とのネットワークを活かし、2006 年からスタートしました。4 回目を迎える今年は、オランダ国立南大学
で日本語を勉強している 2名の学生をインターンシップ生として受け入れ、約 4 ヶ月間にわたりホテル
のロビーやレストランサービス業務体験を行います。 
 
海外から数多くのゲストを迎える当ホテルにとって、インターンシップ生の受入れは、ホテルスタッフ

の国際的な感覚やコミュニケーション力を養う良い機会となっており、お客様へのサービスの向上にも
つながっております。 
 
 また、この「インターンシップ・プログラム」は当ホテルと同じ「パノラマ・ホスピタリティ」グループである
「クラウンプラザ神戸」でも実施しており、インターンシップを通じて得た日本文化への理解や言語の 
習得は、日本語を使った仕事や日本での就職を希望している研修生にとって、今後の彼らの大きな強
みとなっています。 
 

【インターンシップ研修生 紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
－このリリースに関するお問い合わせ先－  

ラマダホテル大阪 セールス＆マーケティング部 営業企画 広報  森 真紀／山田 眞規子 

ウィルバート・ケルクホフ（Wilbert Kerkhof） 

25 歳／男性／オランダ国立南大学 日本語学科 4 年生 

日本語研修の為、2007 年に半年間京都外国語大学に留学。 

語学の向上と職場体験のために本プログラムに参加。 

他に英語とドイツ語も話すことができ、大学卒業後は自分 

の会社を立ち上げたいと考えている。 

 

ドミニク・スカイフ（Dominic Schijf） 

27 歳／男性／オランダ国立南大学 日本語学科 4 年生 

2008 年に京都外国語大学に留学経験があり、日本に来たのは

今回で 4回目。日本文化に大変関心があり、中でも特に「お

笑い」にはまっており、日本のテレビ番組も頻繁にチェック

している。 

将来は日本語を使う仕事に就きたい。 


